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（２） 講演を聞いた後の、国内旅行に対する意欲を教えて下さい。

（３） 講演を聞いた後の、海外旅行に対する意欲を教えて下さい。

今回の「若旅★授業」を受けて、38.5％の生
徒さんが「とても行きたい」、44.8 ％の生徒
さんが「行きたい」と答えてくれました。

全体の83.3％の学生さんが意欲を持っている
ことがわかりました。

今回の「若旅★授業」を受けて、25.0%の
生徒が「とても行きたい」、33.3％の生徒さ
んが「行きたい」と答えてくれました。

全体の58.3％の学生さんが意欲を持ってい
ることがわかりました。

○アンケート
【授業を受けた生徒さんのアンケート結果】（ｎ＝96）

（１） 今回の講演はいかがでしたか

「とても良かった」37.4％が、「良かった」
58.2％がと答え、合わせて95.6％の生徒さ
んが高評価の結果でした。
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（4） 講演で特に印象的だったことを教えてください。
人によって「旅」のイメージは違うということです。辞書に書かれた説明はもっともではありますが、いつ
もと違う道へ入ったり、日常的にあまり行かない場所に行くことも「旅」なのではと？感じられるようにな
りました。
旅は何を見るではなく、どんな人に会えるかという言葉。
マイマイ京都に関して、その内容に驚いた。
外国ではいろんな想定外の事態が起こる。
旅先での人との出会いというのが、人をつないで新しい関係を築きあげる一つの方法であるのだと改
めて感じた。
ホリデーワーキングは聞いていたが、ぜひ学生のうちに外国に行って新しい体験をしてみたい。
最初に海外へなんか行かなくてもいいという考えが、私と同じだったので、すごく説得力のあるお話を
聞けました。
ユースホステルの世界分布数や１日に利用するお客さんの多さ。
「世界へ行った時、日本のことを知らなかった」という話。
人それぞれ旅の概念が違うということに気づいた。
海外の人とのコミュニケーションの難しさ。
（5） 講演でこんなことをもっと聞きたかった、こんなことをしてみたかったということがあれば教えてくだ
さい。

旅行の一つのプランにユースホステル巡りをやってみたい。
旅で使う平均のお金の金額？
できれば、一人で旅に出てみたいと思った。
何故ユースホステルの価格があんなに安いのか聞いてみたい。
旅行会社の良し悪し。
先生の選ぶベストユースホステルはどこか、国内、国外別で。
海外の色々な場所、知らない場所へ行ってみたい。
自分も人のために何かをやってみたい。
できれば、一人で旅に出てみたいと思った。
（6）どのような取組を行ったら、若者が旅行に出ると思いますか。
若者向けのお得な一人用周遊キップの充実 （若者は年配者と比べ、給料や貯蓄がかなり少ないの
で、若者向けのキップを用意すれば旅に出やすくなると思うから。 ）
まずは「旅」の良さ（楽しさ）を伝える。次に、相手の興味にあわせて場所を考える。
（誰しも自分にメリットがあったり、楽しいことはしてみたいと感じるもの。まずはそこを伝える。次に相手
がそのとき（過去）に好きなこと、興味のあるもので地方、外国で考えてみる。最後は、相手の気持ち
をつかめるかだけだと思います。 ）
その地域の人しか知らない名所とかを巡る （ガイドブックに無い所に行けるというレア感があるから ）
地道にこんなことをやっているということを伝えていくしかないと思う。
（結局、興味を持ってもらえなければどうしようも無いから。 ）
休みを取りやすい環境、安くする。 （若い人はお金が無く、時間もない人が多いのではと思うので、ゆ
とりを持った生活を促進すればいいのではと思う。 ）
旅を楽しいものだと知ってもらうような機会を作る。
（若者はあまり旅と言っても想像しにくいのかなと思ったから。 ）
旅の特集を若者が見るような所で行う。 （まず、知る機会がないから。 ）
学校や会社に旅行の情報をもっと流す。
（一人では行かないが、友人たちと多人数なら行くという人が情報を得た時、学校や会社ですぐに友
人などを誘えるから。 ）


